
滋賀県におけるがん情報提供と

第4回都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会
平成23年7月25日(月) 国立がん研究センター

相談支援

滋賀県がん診療連携協議会の取り組みと

今後の展開今後の展開

相談支援部会長
鈴木孝世

滋賀県におけるがん医療の取り組み

滋賀県がん診療連携協議会 2

 
－　35　－

mmatsuza
スタンプ

mmatsuza
テキストボックス
　　資料4－3



滋賀県がん診療連携拠点病院・
地域がん診療連携支援病院配置図

長浜赤十字病院
<県指定＞地域がん診療連携支援病院

      拠点病院

　　 支援病院

湖北医療圏

市立長浜病院
<国指定＞地域がん診療連携拠点病院

彦根市立病院
<国指定＞地域がん診療連携拠点病院近江八幡市立総合医療センター

<県指定＞地域がん診療連携支援病院

滋賀県立成人病センター
＜国指定＞都道府県がん診療連携拠点病院

大津赤十字病院
＜国指定＞地域がん診療連携拠点病院

＜県指定＞滋賀県がん診療広域中核拠点病院

湖西医療圏

湖東医療圏

東近江医療圏

公立甲賀病院
<国指定＞地域がん診療連携拠点病院

＜国指定＞都道府県がん診療連携拠点病院
＜県指定＞滋賀県がん診療連携拠点病院

済生会滋賀県病院
<県指定＞地域がん診療連携支援病院

草津総合病院
<県指定＞地域がん診療連携支援病院

滋賀医科大学医学部附属病院
＜国指定＞地域がん診療連携拠点病院

＜県指定＞滋賀県がん診療連携拠点病院
＜県指定＞滋賀県がん診療高度中核拠点病院

大津市民病院
<県指定＞地域がん診療連携支援病院

甲賀医療圏

湖南医療圏

大津医療圏
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がん医療に関する相談支援および情報提供の目標

滋賀県がん対策推進計画より滋賀県がん診療連携協議会 4
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滋賀県の実情に応じたがん相談Q&A
取り組み 1

滋賀県がん診療連携協議会 5 協議会HPにup

がん相談支援センター実務者の資質向上

○がん医療フォーラム

取り組み 2

 平成２２年２月５日（金）に行われた「滋賀県がん医療
フォーラム」（主催：滋賀県がん診療連携協議会）で
は、がん相談支援を第２部のテーマしてとりあげた。

 相談員の研修を兼ねて、「がん相談支援」のあり方な
どについて、がん患者、がん相談実務者、がん診療
に携わる医師、がんを体験した医師らがパネルディス
カッションを行った。

滋賀県がん診療連携協議会 6

 がん診療連携拠点病院のがん相談支援センター相談員が集まり、
回答困難な相談事例について検討を行った。（平成２３年１月）

○相談事例検討会
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がん患者サロンの普及
全ての二次医療圏に設置

滋賀県内 がん患者サロン一覧（平成23年度）

取り組み 3-1

開催場所 サロン名 曜日 時間

成人病センター 笑顔 毎月第２水曜日 1３時～１５時

市立長浜病院 きらめき長浜 毎月第３木曜日 １４時～１６時

大津赤十字病院 ながら一福 毎月第３金曜日 1３時～１５時

滋賀医科大学医学部
附属病院

ゆらり 毎月第４金曜日
1３時３０分
～１５時３０分

滋賀県がん診療連携協議会 7

彦根市立病院 りらく彦根 毎月第４火曜日 1３時～１５時

公立甲賀病院
ゆかい（癒会）

こうが
毎月第１水曜日

1３時３０分
～１５時３０分

高島働く女性の家 ほっと湖西 奇数月第2火曜日
1３時３０分
～１５時３０分

がん患者サロンの普及
取り組み 3-2

 話題
・がん再発の不安解消策
・食生活
・免疫力を高める方法 など

 参加人数
開催場所により異なるが、成人病

滋賀県がん診療連携協議会 8

センターでは、１０名前後
 参加者の声

「参加して心が楽になった」
「前向きに過ごしたいと思うように
なった」 など

成人病センター患者サロン「笑顔」の様子

滋賀県がん診療連携協議会 8
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がん患者ピアサポーター養成講座への協力

取り組み 4

 目的
がん患者サロンのファシリテーター（世話人）であるピアサポーター
の養成を行う（2次医療圏あたり5名以上）

 受講者（H23より公募）
平成21年度19名（全員修了）
平成22年度16名（全員修了）
平成23年度27名（受講中）

 場所
県の施設、がん診療連携拠点病院等

 講師 講師
がん診療連携拠点病院の医師、看護師、
SCW、臨床心理士等

 講義内容
概論・診断学・治療学から心理学まで
広範囲に渡る：７日間・のべ２２時間（H23）

 県補助金
６００千円

滋賀県がん診療連携協議会

9

がん体験バンクの設立・冊子発行への協力

取り組み 5

 滋賀県がん患者団体連絡協議会が平成２２年１２月に立ち上げた、
がん患者さんやその家族の体験を集めた「がん体験バンク」の設
立に協力した。

 この「がん体験バンク」を活用して発行される小冊子
「こころ綴り･あした天気にな～れ」について、監修・配付等で協力
する。
これは がん患者サロンに来られない方々でも

滋賀県がん診療連携協議会 10

これは、がん患者サロンに来られない方々でも、
同じ「滋賀県のがん患者さん」のがんの体験に
触れることができるようにして、一人で悩まない
ようにと作成されるものである。
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テレビ番組を通じた健康情報の発信

取り組み 6

• ５分間の健康情報番組

• がん診療連携拠点病院の医師等が出演

• わかりやすく解説
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放送終了後はYoutubeにアップロードし、

高画質で配信
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滋賀県における情報提供・相談支援の新たな展開

 滋賀県版「患者必携」の作成

 遠隔がん相談支援

外国籍患者さん のがん相談支援 外国籍患者さんへのがん相談支援

 難治がん/若年性乳がん等、心理学的に

負担の多いがんの相談支援事業の設立

滋賀県がん診療連携協議会 12
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遠隔がん相談支援
ICTを活用したがん相談

滋賀県はその中央に琵琶湖が位置し、東西の移動に時間
がかかる。また、大規模病院が県南部に集中。

希望する病院に相談に行きたくても、行けないことがある。
電話相談では相談員の顔が見えず、不安に思う患者さ
んもいる。んもいる。

13滋賀県がん診療連携協議会

そこで、情報ネットワークシステムを利用し、「顔
の見える」相談を行う。自宅にいながら、希望する
病院の相談を受けることができる。

経済活動別県内総生産の構成比

1%

第 次産業

外国籍患者さんへのがん相談支援 1
滋賀県の産業形態

経済活動別就業者数

4%

第1次産業

41%

58%

第1次産業

第2次産業

第3次産業

35%

61%

第2次産業

第3次産業

全国1%
24%

全国4%

27%

全国第1位

75%

第1次産業

第2次産業

第3次産業

27%

69%

第1次産業

第2次産業

第3次段業

滋賀県は全国有数の工業県である。

14
滋賀県がん診療連携協議会

（平成20年度）
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外国籍患者さんへのがん相談支援 2
滋賀県の外国人登録者数

ペル

登録者数26,471人(5%)

韓国・

ブラジル
37%

その他
10%

フィリピン
7%

ペルー
6%

中国
19% 5 000

6,000

7,000

8,000

外国籍住民の年齢層

朝鮮
21%

19%

ブラジル国籍の方が36.8％と、全国では10.8％であ
るのに対し、きわめて多い。

←工場での労働者やその家族

15滋賀県がん診療連携協議会
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平成22年12月31日現在

外国籍患者さんへのがん相談支援 3
その必要性の認識と課題

滋賀県国際協会相談員によると

 言葉の壁

医療用語を正確に翻訳できる人材が必要：特にポルトガル語

 文化・宗教・考え方の違い

 経済的側面

健康保険・国民健康保険に加入していない方がおられる

 外国籍のがん罹患状況が不明（調査なし）

※滋賀県では毎年２回「びわ湖国際医療フォー
ラム」が開催され、外国籍住民の医療について
も熱心に議論されている。

滋賀県国際協会相談員によると
・ 告知に係ることが多い
・ 県内に専門の通訳はいない
・ １件の相談につき、何回も出向くことが多い

16滋賀県がん診療連携協議会

国際社会の一員として、国が主導して
外国籍がん患者の相談支援システムを
創設する必要がある
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結 語

 滋賀県がん診療連携協議会におけるがん情報提供・相談支援に
係る取り組みを報告するとともに、今後の展開について述べた。

 がん対策推進計画の策定、および協議会の立ち上げについては
後発県となったが、滋賀県の独自性を生かした情報提供・相談支
援体制を構築しつつある。

当該事業を推進するにおいては 滋賀県がん患者団体連絡協議 当該事業を推進するにおいては、滋賀県がん患者団体連絡協議
会を始め、担がん患者さんとその家族の思いが原動力であり続け
ると思われる。

 魅力ある情報提供・相談支援事業には、ハード面の整備はもとより
新たな取り組み・工夫が不可欠である。

滋賀県がん診療連携協議会 17
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